
第７次山形県教育振興計画

（１）「人間性の育成」 責任感と協調性を重んじ、礼儀正しく思いやりのある、心身共に健康な人間の育成

（２）「創造性の育成」 確かな学力を身に付け、創造性豊かで実践力のある、たくましい人間の育成 　【県民みんなでチャレンジ】４つの重点的取組み

（３）「社会性の育成」 ものづくりと、地域と連携した活動を通して、社会に貢献できる人間の育成 １『体験』　２『探究』　３『尊重』　４『協働』

学校関係者評価

番
号

重点目標 評価基準 目標の達成状況、達成にむけた取組み状況と分析 達成度 成果と課題、次年度に向けた改善策 意見・要望・評価等

① 「観点別学習状況の評価」実施を含めた指導の質
の向上と評価の改善

　本校教員を対象とした「成績評価等に係る研修」を教務部主催で実施した。「観点
別評価・評点・評定の３つの整合性(必要性)」に関するグループ討議等を行った。定
例職員会議の成績規定の見直しのたたき台として、研修会での意見及び感想を反
映した。

　研修会及び職員会議での議論を経て、令和８年度からの成績規定を一部見直す
予定である。観点別評価と評点の整合性を図ることについては、次年度以降も、継
続的に取り組むべき課題である。

② 一人一台端末等のICTを活用した一層の授業改善
とAI活用の推進に向けた研究

　アンケート機能だけではなく、LMS（学習管理システム）の利用が増え、オンライン
での授業管理、課題配布・提出、採点、生徒とのコミュニケーションなど効率的に作
業ができた。

　他にも便利な機能があるので、各機能を活かし、連携しながら効率的に学習を援
助していきたい。教員の使用端末について、県で運用するシステム等を導入してい
きたい。（学校独自サービスでは管理及び運用が困難を極めるため。）

③ 「総合的な探究の時間」におけるキャリア教育を意
識した切れ目のない指導内容の確立

（1学年）自己紹介のスライド作り、クラスの仲間との身近な課題解決の学習、地域
理解のための講話など受け課題解決に向けた探究など計画的に取り組んだ。
(2学年)インターンシップの反省･感想や希望進路の志望理由などを言語化するこ
とを中心に、工業科や関係分掌と連携し計画的に指導した。

（1学年）計画を見える形で提示しつながりを説明する必要があった。書く機会が
減ってきている現状をふまえ、次年度は志望理由書の作成や作文添削などを実施
する。
(2学年)言語化により個々の進路課題を意識させることができた。次年度に向け進
路実現につなげる指導計画を整備する。

④ 多文化共生社会の実現に向けた外国人材等との
交流による異文化理解の促進

　６月の2週間、タンザニアのダルエスサラーム職業訓練校から機械・電気の教員２
名と学生6名を受け入れた。７月には本校校長と教員１名が現地視察に訪れるなど
し、今後の交流の在り方について関係機関と検討を重ねた。８月のJICAアフリカ･
ホームタウンサミット後に社会情勢が変化し、休止状態となっている。

　その後ホームタウン騒動はJICAの撤回により収まったが、最後まで本校に対する
誹謗中傷はなく、生徒・職員とも安心して通常通りの学校生活を送ることができた
のは不幸中の幸いだった。６月の訪問団受入れの際は生徒が非常に好意的に接し
てくれたものの、職員の負担が増えたため、今後の持続可能な交流の在り方につい
て、関係各署と連携しながら模索中である。

① 基本的生活習慣の確立と規範意識の向上（ＳＮＳ利
用、成年年齢引き下げ対応を含む）

　「あいさつをしっかりする」、「時間を守る」、「身だしなみを正しく整える」、「社会
や学校のルールを守る」等の基本的な生活習慣が確立できるよう、全校集会や学年
集会、特別活動や各教科の時間他、様々な場面で全職員で協働して取り組んだ。ま
た、生徒会が中心となり、あいさつ運動やルールを守る呼びかけ、活動の幅を広げ
る取り組み等、生徒が主体的に動けるようサポートを行ってきた。概ね基本的生活
習慣は確立できた。
SNS利用については、情報モラル講話の実施やイベントでの指導、定期的な集会で
の指導を行ったことでトラブルは起らなかった。

　基本的な生活習慣の確立、規範意識の向上について、概ね達成することができ
た。ただ、一部生徒が守らない場面も見られることがあり日常的な声がけ指導を継
続していく。SNSの利用について「適切な利用方法」、「利用マナー」、「トラブル回
避」等、トラブルを防ぐために、今後も継続的に情報モラル教育を実施する。

② 特別活動や部活動、コンテスト等への積極的な参
加の推進

　任意加入２年目の部活動は、加入率９１％であり、どの部活動も計画的に意欲的に
取り組んでいる。陸上競技部が東北大会３位入賞・インターハイ出場や県新人４位入
賞・東北新人大会出場、弓道部が県高校総体個人準々決勝出場のほか、高校生もの
づくりコンテスト東北大会旋盤作業部門出場、パイプロボコン全国大会出場、マイコ
ンカーラリー全国大会出場、若年者ものづくり全国大会ウェブデザイン部門出場、
高校生ビジネスプラングランプリ全国ベスト100選出、全日本学生児童発明くふう
展出品を果たした。

　生徒数が少ないながらも、今年度は部活動やコンテスト等で大きな成果を上げる
ことができた。今後も生徒の活動機会の充実を目指し、積極的な参加を継続して促
していく。
特別活動については、生徒会活動や学校行事、ボランティア活動への積極的な参加
を支援し、人間関係形成や自己実現、社会参画できる力を身に付けられるようにす
る。

③ SDGｓに関する取組みやボランティア活動への積
極的な参加の推進

　工業科では、SDGsや地域貢献を意識した課題研究に取り組むことができた。
　生徒会では、SDGｓに関する取組みとして、執行部で古紙回収を行った。
　ボランティア活動については、各方面からの募集要項についてClassroom等を
活用して生徒に情報共有した。複数名の生徒がボランティア活動に参加し、効果的
に情報機器を活用することができた。

　工業科では来年度もSDGsや地域貢献を意識した課題設定に努める。
　執行部だけが取り組んできた古紙回収は、生徒会全体に広げる取り組みを計画し
ていきたい。
　情報機器（Classroom等）を活用してのボランティア募集情報共有に一定の効果
が見られたので、さらに工夫して取り組みたい。
　生徒会が中心となって行うボランティア活動と、学校行事として行う全校ボラン
ティア活動との関連性を考えながら実施していきたい。

④ キャリア教育と基礎学力向上が結びついた進路指
導の更なる研究

　昨年度に引き続き求人数、求人倍率も好調であった。12月までにほとんどの生徒
の進路先が内定した。就職と進学の割合は例年おおよそ6：4程度だが、今年度は
就職割合がやや高く、8：2となっている。　学年、科など関係職員の連携と根気強
い指導が実を結んだ。

　希望が叶わなかった進学希望者がいたほか、内定先からより高い学力を求められ
たケースがあった。　基礎学力の向上や適性検査対策、面接試験に向けた指導をさ
らに充実させていく必要がある。

① いじめ防止と早期発見後の組織的な取組みに対す
る共通理解の促進

　いじめ防止と早期発見後の組織的な対応のために、本校の「学校いじめ防止基本
方針」の確認、外部講師による教員研修（いじめの早期察知・対応、本校の「学校い
じめ防止基本方針」の確認と共通理解）を年度初めに行った。
　いじめ発見アンケート調査によるいじめ認知件数は、第１回アンケート結果２件、
第２回アンケート結果２件だった。（うち１件は第１回から継続。）この結果を受け、長
井工業高校「学校いじめ防止基本方針」に基づいて速やかに学年・学科で適切な対
応を行い、全てのトラブルが解決済みである。

　全教員が「いじめの定義」を理解し、一致協力して取り組むことができた。いじめ
発見後の対応も即時に対応し解決することができた。
　次年度のいじめ防止対策計画として、本校の「学校いじめ防止基本方針」の確認
や外部講師による教員研修、生徒・保護者等アンケート及び生徒面談の実施、Ｑ－Ｕ
の実施・面談、情報交換・収集を継続する。
　生徒主体の取り組み活動については、スローガンの作成や標語の作成・掲示、放
送による啓蒙活動を計画していきたい。

② 心身の健康を保持増進するための実践力の育成
（検診後の受診率の向上、自己肯定感を高めるた
めの取組み）

　新型コロナ・インフルエンザ等の感染症予防対策を徹底してきたが、一部で学級閉
鎖をすることとなった。また、それに当たらない体調不良者や欠席者も一時的では
あるが増加したため、都度対応した。定期健康診断の結果を受け、異常がみられた
生徒だけでなく健康な生徒へも保健指導を実施した。

　日常の健康観察や定期健康診断、保健講話など、保健関連の様々な取り組みによ
り、生徒たちは自己の健康管理について意識し、意欲的に取り組む姿がみられた。
　日常の健康管理についての意識を更に高めるために、生徒保健委員会の活動を
推進するとともに、保健だより等を通して健康管理についての情報を生徒や保護
者等に提供し、心身の健康が図られるようにする。

③
自他のいのちを守る安全教育の推進（交通安全、
実技・実習等での事故防止）

　昨年度に引き続き、各実習室の整理整頓を進めた。また、職員の指導力向上を図
り、ルール順守の指導を徹底した。

　実習等において重大事故は発生しなかった。次年度も実習室等の環境整備及び
職員研修を進め、安全性の向上を図る。

① 学校の応援団としての産業教育連携協議会との連
携強化

　6月の第1回総会では、委員の委嘱や事業計画、予算案を承認していただいた。
11月には第2学年が地域企業見学会で西置賜地域の企業見学のほか、地元企業で
働く本校の卒業生とワークショップを実施していただいた。1月の全校課題研究発
表会等にも参加していただいた。

　今年度で県の事業が終了し、次年度は必要に応じて自走することになっている。
業務を精選し地域の関係機関の支援を取りながら、持続可能な今後の在り方につ
いて検討していく。

② 入学志願者を増加させるための地元中学校や地
域へのPR活動の充実

　長井南・長井北・白鷹中学校の各第2学年に来校してもらい、学校説明会や実習設
備見学を行った。10月4日に主に中学3年生を対象とした学校説明会を実施した。
１月の全校課題研究発表会には長井南中学校の2年生を招待した。
　SNS（instagram）は、複数の教員が投稿することで様々な角度から生徒の様子
を発信することができた。

　入試改革を踏まえ、戦略的な行事日程・内容を計画し、学校説明会をはじめとす
る各種PR活動を展開していく。
　SNS（instagram）は、投稿頻度を上げていきたい。

③ ＰＴＡ活動の充実を含めた保護者等との連携
　ＰＴＡ研修事業として県内企業・学校見学会を実施した。また、高校生マナーアップ
運動に合わせたあいさつ運動や長工祭における模擬店の運営など、保護者等の協
力により実施することができた。

　ＰＴＡ総会への参加者を増やすように努めていく。長工祭における模擬店運営は
昨年に引き続き大盛況だったため、次年度も継続していく。

④ 地域と連携した生徒の健全育成と郷土愛を育む教育の
継続実施（「学校奉仕活動」等）

　年間２回計画していた全校ボランティア活動は、いずれも天候不良により中止と
なった。
　キャンパス制交流事業の一環として、生徒会役員とボランティア活動に参加を希
望した生徒が荒砥駅構内の車両基地で列車の清掃活動を行った。

　令和８年度も全校ボランティア活動を２回計画して進めていきたい。１回目は長井
市やボランティア団体との連絡調整をしながらあやめ公園の清掃活動（実施時期と
実施方法の検討）、２回目は生徒が日常的に使用しているあやめ公園多目的運動広
場の整備として計画していきたい。
　これまで米沢養護学校西置賜校と共同で実施してきたが、諸般の事情から別の機
会での交流を企画していく。

⑤ SNSを活用した訴求力のある情報発信

　各種行事等において、長井工業高校公式Instagramから情報発信できた。今年度の学
校説明会への参加申込み手続きはSNSからHPに誘導する流れを作ったため、HPへのア
クセスも実現できた。

　複数の教員が担当し、Instagramへの投稿を様々な形で実現できた。（投稿・
リール・ハイライト等）
　投稿頻度が低いことから閲覧数が伸び悩んでいるため、より簡便に投稿できるよ
う、起案体制の変更を検討していく。
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4
地域に貢献し信頼される

学校づくり
地域連携
情報公開

教職員に
よる評価
の平均が
Ｂ以上に
なること。

B

・卒業式での返事や校
歌斉唱が素晴らしい。

・SNSのトラブルや部
活動の任意加入･地域
展開など教育に係る諸
課題について、今後も
中高で情報共有してい
きたい。

・生徒･保護者等のアン
ケート結果から、学校
に対する満足度の高さ
が窺える。

・学校全体の連携やコ
ミュニケーションが成
果に表れている。

・タンザニアとの交流に
ついて、長井市では歴
史ある取組みであり、
今後も胸を張って継続
していきたい。

・部活動の任意加入に
ついて、高校生活なら
ではの経験・思い出づ
くりのためにも積極的
に取り組んでほしい。

・いじめ問題は大きな
事件がなく、落ち着い
た高校生活を送れてい
ると思う。

・出席率が直近３年間
で最も高く、素晴らし
い。今後も継続してほ
しい。

・就職内定は７割が地
元とのことで、引き続
ききめ細やかな進路指
導を期待する。

・工業高校の生徒や教
職員の負担が大きく
なっているので心配で
ある。

・地域との連携が少な
かったため、改善して
いきたい。

・きめ細やかな心配り
や声がけをしてくれる
担任団に対する家庭の
信頼が厚い。

・学校の雰囲気が落ち
着いている今をチャン
スととらえ、生徒を伸
ばしてほしい。

・今後もさらなる発展
を目指してほしい。

・学校評価アンケートで
は授業の理解度や学習
習慣の定着などに課題
はあるものの、ほとん
どの項目で好意的な回
答が増えており、学校
に対する満足度も高
い。今後も職員間や家
庭・地域との連携を密
にし、落ち着いた学校
運営の維持に努める。

・担任団を中心とした
教職員のきめ細やかな
指導・声がけが奏功し、
出席率は高水準を維持
している。今後も継続
して取り組んでいく。

・生徒数は減少してい
るが、全国規模の活躍
を見せる生徒が多く、
充実した学校生活を
送っていることがわか
る。人的・経済的な負担
が増えているが、今後
も生徒の活躍を支えら
れる体制づくりに努め
ていく。

・生徒数の減少により、
地域をはじめとした外
部との連携に係る負担
が増しており、持続可
能な連携の在り方を探
る必要がある。

・荒砥高校とのキャン
パス制については、双
方にとって無理のない
範囲での事業継続が望
ましい。

・志願者増に向けて、今
後も地域内外に向けた
戦略的な取組みが必要
である。

2
社会で自立できる

基礎的な力と実践力の育成

生徒指導
特別活動
進路指導

教職員に
よる評価
の平均が
Ｂ以上に
なること。

B

3
安心・安全で元気な

学校づくり

いじめ防
止

保健衛生
安全指導

1
社会を生き抜く

確かな学力の育成
学習指導

教職員に
よる評価
の平均が
Ｂ以上に
なること。

B

教職員に
よる評価
の平均が
Ｂ以上に
なること。

令和７年度 山形県立長井工業高等学校 学校評価書 (自己評価・学校関係者評価）

教育目標
（目指す生徒像）

【達成度】 A：十分達成できた Ｂ：ある程度達成できた Ｃ：あまり達成できていない Ｄ：まったく達成できていない

自 己 評 価
総 括

目標 ： ウェルビーイングを目指し、多様性あふれる持続可能な社会の実現を担う山形の人づくり
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